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②学校と地
域の課題

03 学校支援
ボランティア
の確保・育

成

共働き世帯の増加、PTA活動の見直し
などに伴い、保護者がボランティアとし
て学校に関わる機会が減少している。
フルインクルーシブ教育の推進にも取
り組んでいるため、より多くの保護者、
地域の参画を促し、学校を核とした地
域づくりを進めていく必要がある。

・保護者との意見交換の場を設け、保護者の声をいか
した取り組みを進める。
・学校運営協議会や地域学校協働本部の活動を、市
のSNSやHP、学校だよりなどを通じて学校と連携しな
がら積極的に広報し、活動に関わる方を増やしていく。
・地域コーディネーターを中心に、情報交換する機会を
設け、よい取組を市内全域に広めていく。（２ヵ月に１回
程度）

・令和６年度は、自治会回覧等で周
知を図ったが、大学生や高校生に
は届きにくかったため、ＳＮＳ等を活
用した周知を検討してく。また、保
護者の方の思いを聞く機会を設け
ることで、１人でも多くの方に関わっ
ていただきながら学校運営を進め
ていきたい。

・こどもと大人、大人と大人のつな
がりを学校という場でつくることによ
り、地域の活性化を図る。
・幅広い地域の方が、学校の目指
す方向性を共有して参画してくださ
ることで、地域と学校の協働を進
め、学校の負担を軽減する。

大学生・高校生ボ
ランティアの人数

保護者ボランティア
の延べ人数

25

310
人

35

500

39

415

02　本
年度
の目

標値を
下回
り、取
組の
工夫・
改善
が求

められ
る

・大学生や高校生など、若者の参画については、徐々に定着してきた。若
者が事業に関わってくれることで、事業が活性化されたとともに、こどもを
真ん中にしたより幅広いつながりができつつある。「サーモン化計画」という
考え方（卒業生が地元に戻ってくる）を研修で伺ったことがよいきっかけと
なっている。研修については引き続き継続していきたい。
・保護者については、PTA活動の見直し、共働き世帯の増加もあり、なかな
か難しい現状があり、保護者とと対話する場にも多くの保護者に来ていた
だくことが叶わなかった。しかし、懇談会や土曜日などの事業には多くの保
護者が来校する姿もあったため、学校とより連携しながら保護者への周
知・啓発を図っていく必要がある。
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③学校と家
庭の課題

02 放課後等
における多
様な体験活

動

放課後児童クラブの利用率が他市町
村と比べても高く、放課後児童クラブと
放課後子ども教室の連携や学校も交
えた情報共有を進めていくことが必要
である。

・放課後児童クラブとの協議会を学期に１回以上実施
し、関わる大人同士が意思疎通を図る。その上で、放
課後児童クラブに通う児童が放課後子ども教室に参加
しやすい体制や雰囲気をつくる。
・地域の方や企業の力を借りた講座を実施し、魅力あ
る放課後子ども教室を展開する。

・関わる大人同士が顔見知りになる
ことで、自然と連携をとれるように
なってきた教室がある。大人同士の
つながりをつくる取り組みは継続し
ていく。

・こどもを中心とした大人同士のつ
ながりができ、多くの目でこどもを
見守る体制をつくる。
・連携を深めることで、より多くの児
童に多様な体験活動を提供するこ
とができ、児童の興味関心を広げ
ることができる。

放課後児童クラブ
に通う児童の放課
後子ども教室への
参加数

R6
5581

人
6,00
0

4,93
5
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れる

・放課後児童クラブの利用率が県内で一番高い状況が続いており、特に低
学年での利用がとても多い現状である。学校から近い児童クラブは、よく放
課後子ども教室を利用する傾向にあるが、離れたところにあると、距離的
に教室への参加が難しい現状がある。支援員とサポーターのつながりがで
きてきたところでは、こどもたちが自分の意思で行き来している様子もあ
る。まずは受け入れる体制をつくるために、大人のつながりづくりは継続
し、保護者にも理解を求めながら、放課後児童クラブに通うこどもであって
も、参加できるような放課後子ども教室の体制を整えていきたい。

アウトカムの達成度に関する評価・分析
（事業における成果、課題、改善点等）

令和７年度「地域と学校の連携・協働体制構築事業」実績報告関係様式

●R７年度に本事業で重点的に取り組む課題に応じた目標等の設定様式
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